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皆さん、こんにちは。私は上関町で自然保護を中心に
活動し、周辺海域の生物多様性の調査をしています。今
日は「ポスト原発時代を生きる」という題名の中で、「上
関の自然を世界遺産に！ 自然を活かしたまちづくり
へ！！」というテーマをいただきました。映画の中でも
触れてくださっていますが、まず上関の自然が世界遺産
に匹敵する、どういうすばらしさをもっているかを簡単
におさらいしておきたいと思います。
私が住んでいるところは、上関町の室津地区の白浜という小さな集落です。白
浜は室津半島の突端にあります。向かい側にあるのは長島なので、私は通称本土
といわれるほうに住んでいます。
「長島の自然を守る会」１）の活動を簡単に申しますと、一つは、貴重な生態系
の調査研究です。日本生態学会、日本ベントス学会、日本鳥学会などの専門家た
ちと一緒に共同調査をしてきました。会が発足したのは 1999 年で、今年で 13
年目です。この 13年間で、調査を延べ 1000 回ぐらいやってきました。その調
査をもとに、中国電力が上関原発計画にあたって行なった環境アセスメントに対
して、具体的に反証してきました。
電力会社のアセスメントは「アワスメント」と言われています。「ここに原発
をつくっても、自然環境に影響はない」、電力会社は自分たちが原発を立地しな
ければいけないので、必ずそう言うんですね。だけども、そうではないというこ
とを、調査の結果で具体的に示しました。
人間も頑張りましたけれども、生き物も頑張って、環境面から原発建設計画を
あわせて 2年 3か月延期させてきています。
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１）「長島の自然を守る会」は 2013 年 5 月 12 日より「上関の自然を守る会」に名称変更されましたが、
本稿ではこのシンポジウム開催当時の「長島の自然を守る会」のまま表記します。
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高島美登里 長島の自然を守る会
最初は、1999 年に上関原発環境アセスメントが国に提出されたときです。イ
ルカ科のスナメリとか、珍しい貝などの生息を見落としていました。それで原発
計画が国の計画に組み込まれるのが 1年延期されました。2番目は、中国電力が
地面を掘ってボーリング調査をするときに、汚染水を循環させると言っていたの
に、地面に垂れ流しするという手抜きをやって、3か月。3番目は、カンムリウ
ミスズメが見つかったということで、海の埋め立て工事が 1年延期になりました。
このように正確なアセスメントを中国電力や行政機関に要求して計画を遅らせて
きました。
それから、私たちの究極の目的である、世界遺産登録をめざす貴重な生態系に
関する情報の普及活動ということで、いろいろなパンフレットや DVDをつくっ
たりしています。
──「奇跡の海」
上関の自然の特徴を、私たちは 3つのキーワードで呼んでいます。
1つ目は「奇跡の海」。上関について私たちも加わって研究している研究者た
ちが、13年間の調査結果を一冊の本にまとめ、『奇跡の海』２）という本を作りま
した。それは白砂青松の消えた瀬戸内海で奇跡的に残された海という意味です。
瀬戸内海は 1960 年代からこの 50年間、埋め立てや護岸工事が続けられ、今は
21.4％しか自然の海岸が残っていません。5分の 4はもう人工の海岸なんです。
ところが上関だけは自然海岸の 75％が残っています。そういう中で、ほかの地
域では絶滅したかあるいは絶滅に瀕した生き物が、かろうじて生きているのです。
それから、2つ目。私たちは上関近辺の海を瀬戸内の「小さな太平洋」と名づ
けました。九州と四国の間の豊後水道から黒潮が流れ込んできて、最初に上関の
祝島と原発予定地がある長島にぶち当たります。ふつうは太平洋にしかいないよ
うな貝が黒潮によって運ばれてきます。
だから、瀬戸内海にいながらにして太
平洋の貝を見ることができるのです。
それから、3つ目。不思議なことに、
原発予定地の田ノ浦周辺には、日本海、
とくに北日本にしか見られない海藻が
生えています。ですから海藻の面から
見ると、ここは瀬戸内の「小さな日本
海」なのです。そういう地理的な条件
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２）日本生態学会上関要望書アフターケア委員会（編）『奇跡の海──瀬戸内海・上関の生物多様性』南
方新社、2010．
カンムリウミスズメ
と、それから人工的に最後に残された楽園という条件から、「奇跡の海」が成り
立っています。
原発の埋め立て予定地田ノ浦には、世界でたった一つしか見つかっていない、
環境省が絶滅危惧種として指定している生き物が、たくさん棲んでいます。映画
で登場しましたナメクジウオもこの辺りで毎年生息を確認しています。それから
海藻のスギモクとか、予定地田ノ浦には世界的に貴重な生き物がいっぱいいます。
その周辺の海域にも、カンムリウミスズメ、スナメリ、カラスバトなどの生き物
が棲んでいます。
2011 年 9月に環境省が絶滅に瀕する生き物を載せた「レッドリスト」を改訂
したのですが、原発予定地や周辺の生き物、貝類が新たに 32種、掲載されまし
た。これまで研究者と一緒に私たちがずっと「こんな珍しい生き物がいるから保
護しなさい」と言っても、中国電力が「公的なレッドリストに載っていないのだ
から、そんなことは調査する必要もない」と今まで無視してきた稀少生物ばかり
です。国のお墨付きがついたということで、中国電力は今後、全部調査をして保
全措置を講じなくてはいけないことになります。
──多様な生きものたち
上関の海にはカンムリウミスズメがいます。海鳥のなかで最も絶滅に近い鳥の
一つです。カンムリウミスズメが 1年中見られる地域はいま世界中で上関の周辺
しかありません。ほかの地域ではカンムリウミスズメが繁殖する 1か月間しか見
られなくて、あとは沖に飛び去って、次の年に帰ってくるまでどこで何をしてい
るのかわからなかったんです。ところが、上関では巣立って 1か月後の親子の姿
を見ることができます。今までカンムリウミスズメは外海でしか繁殖しないと思
われていたのですが、ここには 1年中棲んでいるので、瀬戸内海の上関の近くで
繁殖をしているのではないかと国内外の研究者が注目しています。
また昨年、原発予定地から 5.8kmの宇和島で天然記念物のカラスバトの繁殖を
確認しました。瀬戸内海で繁殖が確認されたのは 3例目です。カラスバトという
と、「カラスなのかハトなのか、どっちだろう」と思われますが、ハトです。黒
っぽいから可哀想にカラスという名前がつけられたのでしょう。首のあたりが青
く光って、とっても綺麗で魅力的な鳥です。
それから、もう一つ確認されたのがオオミズナギドリといって、ちょうどウミ
ネコとか、カモメサイズの鳥です。これもカラスバトが繁殖しているのと同じ宇
和島で、世界で初めて内海で繁殖していることがわかりました。オオミズナギド
リも、今までは外海でしか繁殖しないと思われていたので、この確認は鳥類の研
究者を驚かせました。宇和島のオオミズナギドリの背中に GPSをつけてもらっ
て、親鳥がエサを取るのにどれぐらい動いているのか、専門の研究者といっしょ
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に調べました。
日本海とか太平洋の外海のオオミズナギドリの親は、だいたい半径 600kmから
1200kmを飛んで、子どものためにエサ取りをします。時速 80kmで飛ぶ鳥です。
とても速いんですね。だいたい 2泊 3日でエサ取り旅行をしています。「宇和島
のオオミズナギドリはどこまで行くんだろう」、「たぶん朝鮮半島とか中国までエ
サ取りに行くんだろうね」と言って GPSを背負ってもらったのですが、なんと
半径 50kmしか飛んでいなかったのです。なんとも怠惰な親ですね。日帰り旅行
で、しかも実働は 2～3時間くらいなんです。
これはどういうことを意味しているのでしょう。遠くまで飛ばなくてもエサが
あるということです。エサ資源として豊かな海なんだということを、オオミズナ
ギドリが教えてくれているのです。
私たちはこのオオミズナギドリをずっと毎年調査しています。そうすると、ほ
んとうに自然界は厳しいということも見えてきます。去年でいいますと、卵を
43個を確認しましたけれども、巣立ちの時期の 11月 9日に、最後まで成長して
巣立っていったのは 13羽しかいませんでした。
オオミズナギドリはとっても面白い特徴があります。50センチぐらいの穴を
親が掘ってその奥に部屋をつくって、そこで親は卵を産んで子育てをします。ヒ
ナは 3か月くらい穴の奥で暮らすのですが、その間、親がせっせとエサを運んで
きます。生まれて 2か月目ぐらいの一時期は親の 1.5 倍に太ります。そんなに太
ったらメタボになってしまって穴を抜けられません。どうするかというと、最後
の１か月は断食をします。親鳥はさっさとニューギニア方面の越冬地へ飛び立っ
てしまって、ヒナは腹が減って仕方がない。しょうがないから穴から出てきて、
そして親の手助けなしに自力で飛び立ち、ニューギニアまで越冬しに飛んでいく
んです。なんとも、スパルタ式な子育てをやっています。
──上関原発計画の環境影響
奇跡の海と上関原発計画について、私たちが懸念していることは、一つは珍し
い貝とかスギモクとか、海藻などの育つ入り江が埋立てられてしまうので、生息
地が消滅して生き物は絶滅してしまうということです。
それから、埋め立てによってどうしても沖を深く掘り下げます。そうなると、
海底の砂の中にいるイカナゴなどをエサにしているスナメリへの影響が心配され
ます。スナメリは水深 40m以下の浅い海にしか生きられません。ということは、
そのエサ資源の場所がなくなるので、スナメリは生きられなくなります。さらに
建設工事の工事車両の騒音とか、工事船などのライトによって、鳥やスナメリの
生息条件は悪化します。
今すでに、2009 年にはじまった埋め立ての準備工事でもずいぶんゴミが増え
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ています。まだ具体的に表れてはいませんが、鳥が死ぬとか、誤飲とかというこ
とも懸念されます。このまま計画が進んで、もし原発が建設されてしまったら、
温排水によって海水温が上がり、海洋環境が悪化して、貴重な海の生態系が台無
しにされてしまいます。
原発の温排水の量は毎秒 190 トンで、高知県の四万十川一本に匹敵します。
海水より 7℃も高い水がその珍しい生き物たちが生きる場所に流れ込みます。そ
れから原発の施設にフジツボなどがつくのを防ぐために殺生物剤を使いますので、
プランクトンや魚の稚魚も死んで、生息環境が壊滅してしまいます。
──原発のない暮し
私は上関原発の問題に 1980 年代後半から関わっていますが、3年前に室津に
移住して、町民としてはほんとうにペエペエの新米です。新米町民として、今、
上関原発を中止して、脱原発の町振興のためにしている取り組みを報告します。
私たちがフィールドワークに使っている「きぼう」という船があります。今日の
会場にもこの船に乗ってくださった和光大生たちも数人いらして、うれしい再会
ができました。
この船はもともと、ある業者さんが、埋め立て工事が始まったらいわゆる反対
島民の抗議船を監視しようと思って買い入れたものだったのです。ところが、フ
クシマ原発事故でどうも先行きが怪しくなったとき、しっかり者のお母ちゃんが
「もうあんた、こんな船売っちまいな」と言うので、「じゃあ私たちが買いましょ
う」ということで、船の運命がまったく 180 度変わってしまったのです。それ
を新聞記者が面白がって記事にしました。
ただ、ちょっと後日談があります。この記事が出たとたんに中国電力が町内の
全ての漁業協同組合に電話をして、この船を売ったやつは誰かを調べて、そして
その業者さんに「売ったのはおまえか」と問い詰めてきたそうです。私たちも船
主の立場を慮って、間に業者を立てて、いわゆる転売をした格好にしていたんで
す。中国電力が問い詰めてきたときには、その業者さんが「あんた転売したんだ
ってのを証明してくれ」と言ってこら
れました。電力会社はそうやって圧力
をかけてくるんですね。
もうひとつの試みが「お魚おまかせ
パック」です。上関、室津の漁師さん
は、やっぱり今、漁業がなかなかうま
くいかない。一緒に暮らしているとわ
かるんですけど、風が吹く、それから
波、今日は漁に出られるか、出られな
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長島の自然を守る会の調査船「きぼう」
いか。漁は毎日命懸けです。そうやって必死で船を出しても、今は養殖魚や輸入
魚に押され、天然の真鯛も養殖真鯛に押されて悲しいほど値段が安いんです。そ
うやって買い叩かれるわ、油代は高いわ。室津の漁協でいうと、正組合員の漁師
さんたちは売り上げの 15％を漁協に納めるんですが、最低ラインとして一定額
を納めないといけません。その一定額が払えなくて、正組合員を辞めざるをえな
い人が出てきています。
私たちができることをと思って始めたのが「お魚のおまかせパック」です。上
関の新鮮なお魚を、漁師さん任せで消費者の皆さんのお手元に届けることでした。
たとえば、アワビを 5つとか、サザエを 7つ、いつまでにと言われたら、それ
はできません。天気があるし、漁師さんの都合もあります。今は月 3000 円で中
旬の金曜日に発送しています。漁師さんがその朝とってこられたものを詰め合わ
せて送ります。昨日も 55個のパックを発送してきました。
漁師さんが船で港に運んでくるまで何が入っているか私たちもわからないんで
す。ほんとにハラハラドキドキ、でも楽しみなんです。昨日でいうと、3000 円
パックでアジが６匹、サヨリが 20匹、それから真鯛、アナゴ、レンチョウの一
夜干しとサヨリの一夜干しとサザエを 2つ。そう詰め合わせて送りました。今日
一緒に来ている連れ合いと 2人ですから、月に 100 パックの郵送が今のところ
精一杯。ですから、あと 45パックは先着順で受け付けます。
送ってくれる漁師さんは、実はたぶん推進派で漁業補償金も受け取った方だと
思います。私たちが反対派だというのもわかっています。ただ、そうやって魚の
売り買いというか、そうしたお付き合いをとおして、ちょっといい魚が釣れたと
きは食べなって持ってきてくださったりもしています。ちょうど和光大学の学生
さんがうちの離れで合宿してらしたときも、差し入れしてくださったんです。ア
ジの刺身を皆さんで食べていただきました。その漁師さんたちに、「いやー、東
京とか大阪の方が喜ばれるんですよ。だんだん、お友だちに紹介してくださった
りして増えているんですよ」って言うと、ほんとうに喜んでくださいます。私た
ちが、昨日も詰め合わせをしていると横で見ながら、いろいろ言ってらっしゃっ
たんですけど、自分の魚がそうやって喜ばれるところに送られていくというのを
見ていただく中で、何か少しずつお互いに気持ちが変わっていくように感じてい
ます。
そしてもう一つの取り組み。上関には海藻がたくさんあります。祝島はひじき
が有名なんですけども、私たちの近くにある長島には、黒もずくというのがあり
ます。まだどこでも商品化されてないようで、沖縄のもずくみたいに太くて、岩
にいっぱいついていますから、ジョキジョキ切って、熱湯を 30秒かけると綺麗
な緑色になって、ポン酢でそのままいただけます。今年の 5月から商品化しよう
かなと考えています。うまくいけば漁師さんの奥さんの内職になったりすると思
うので、そういうことも考えたいなと思っています。
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──まとめに
最後になりましたけど、私たちの最終的な目的は、上関の貴重な自然を未来の
子どもたちに手渡すことです。原発に限らず、大規模開発から守るためには何か
の形で特別保護区といったような規制をかけないと難しいと考え、ユネスコの世
界遺産登録を目指しています。祝島と異なって、私たちが住んでいる室津や対岸
の長島は、推進の方が 9割、反対は 1割という集落です。一挙にそれを変える
ことはできないと思いますけれども、私たちができることはやっぱり人の心が少
しずつ変わっていく、その中で原発に対する皆さんの認識も変わっていってくれ
るのではないか、そこのところを地道にやっていくということです。
ひとつ希望が持てるのは、私が移住してすぐに町議選がありました。人がいな
いというので私が立候補して、ものの見事に落選したのですけれども、そのとき
に仲よくなった、焼き芋を焼くのがとっても上手なおじいちゃんがいます。足繁
くうちに来て、家でできた野菜を安く売ってくれるんです。そのおじいちゃんは
もともとは推進派と思われていました。そのおじいちゃんが私たちの家にしょっ
ちゅう来るんで、近所の推進派のおばさんが、「あの人は推進から反対に変わっ
た」と言って歩いたそうです。
おじいちゃんが家に来て、「いや、実は俺はどうも推進から反対に変わったっ
て言われている」と言うんですよ。おじいちゃんが、「わしは別に推進でも反対
でも」と言ったから、私は「ないんじゃが……」と続くと思ったんですね。とこ
ろがそのあと「いや、やっぱり反対かな」と、おじいちゃんが自分で言ったので
大笑いをしました。推進派が圧倒的に多いところですけれども、そうやって一人
ひとりの気持ちが変わっていけば、町全体の世論も変えていけるのではないかと
いうことで、やっています。
［たかしま  みどり］
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